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How should Physics be lectured at the Departments of 



















































































































































入試物理、受験 0 0 1 4 1 6
入試物理、非受験 0 1 1 1 1 4
非入試物理 2 0 5 1 2 10
そ　　の　　他 1 0 0 0 1 2
回　答　な　し 1 0 0 0 1 2
人数（人） 4 1 7 6 6 24
高校物理の霞象
面白かっ　た 0 0 1 3 2 6
つまらなかった 1 0 1 2 0 4
どちらともいえない 3 1 4 1 4 13
回　答　な　し 0 0 1 0 0 1
高校物理の難易度
難　　し　　い 1 0 2 3 2 8
やや難しい 2 0 4 2 2 10
普　　　　　　通 1 1 1 1 2 6
やや易　しい 0 0 0 0 0 0
易　　　し　　い 0 0 0 0 0 0
回　答　な　し 0 0 0 0 0 0
高校物理の理解度
良くわかった 0 0 0 0 0 0
やや良くわかった 1 0 1 1 1 4
普　　　　　　通 1 1 3 2 3 10
ややわかり難かった 2 0 3 1 2 8
わかり難かった 0 0 0 2 0 2



























































































































































乏 壽 慧 嚢 叢　碁
奪 慧　　　琶 誌 毒 蓮 譲　奮
乏 姦 と 諺 馨 雲






















































































































































































10％ 評武、塾 ’評 ㌧ ～
．邸 無 5％
0％ 0％
興 普 興　　　　　　　回 よ ま 普 あ 全　　　　回
味 通 味　　　　　　　答 〈 あ 遍 ま 鉄　　　　答
が が　　　　　　　な 理 ま り 理　　　　な
も も　　　　　　　し 解 あ 理 解　　　　　し
て て し 理 解 で
た な た 解 で き
か し き な















































































r太陽」 の内容について r太陽」 の理解度
80％ 45％
口高校物理選択者 ロ高校物理選択者















輿 普 興　　　　　　　回 よ ま 普 あ　　　　全　　　　回
味 通 味　　　　　　　答 く あ 通 ま　　　　妖　　　　答
が が　　　　　　　な 理 ま り　　　　理　　　　な
も も　　　　　　　し 解 あ 理　　　　　解　　　　　し
て て し 理 解　　　　で


































































乏 勇 慧 雲　舞 暴
薯 宅　　　琶 諜 壽 愚　轟　琶








































































































































役 普 あ　　　　　分　　　　　回 難 難 ち 易　　　易　　　そ　　　回
に 通 ま　　　　か　　　　　答 し し よ し　　　し　　　の　　　答
立 り　　　　　ら　　　　　な い い う い　　　い　　　他　　　な
つ 役　　　　　な　　　　　し が の と やの　　　が　　　　　　　　し
と に　　　　　　い こ て 良 っで?? ?? ?? ても
欲つ
い 　　　　こても　　　　の欲つ　　　　まな ま しと しと　　　　ま?? ?? い易
　し






















































































選択数 平均点 標準偏差 選択数 平均点 標準偏差 選択数 平均点 標準偏差
1997年度 11 83．611．9 2 85．014．1
1998年度 9 82．27．95 6 76．710．3
1999年度 15 78．08．62 9 79．410．4
2000年度 6 78．310．8 5 74．07．42
2001年度 0 1 75．0 3 70．05．00
2002年度 1 75．0 13 68．85．06 4 73．84．79
室温核融合 太陽 天体の運動
選択数 平均点 標準偏差 選択数 平均点 標準偏差 選択数 平均点 標準偏差
1997年度 33 75．59．30 0
1998年度 30 78．59．02 4 76．311．1




宇宙の誕生と起源 地球の誕生 合計 レポート未提出 登録人数選択数 平均点 標準偏差 選択数 平均点 標準偏差
1997年度 26 76．79．59 14 78．95．61 86 15 101
1998年度 21 78．18．29 19 77．66．32 89 5 94
1999年度 25 73．07．36 9 72．83．63 82 5 87
2000年度 22 76．17．06 8 78．86．94 59 8 67
2001年度 13 70．07．64 1 75．0 26 11 37












































































成績得点 物 分 融 陽 宇 地
???
平均点 標準偏差 平均点 標準偏差
物理IA 4 67．56．5 1．5 1．0 69．87．20010120
物理IAとIB1 65．0 0．0 0．0 67．5 0001000
物理IB 7 71．49．0 1．9 1．6 74．09．10005200
物理IBとH6 68．38．8 0．7 2．5 72．79．00200310
物理不明 6 64．25．9 2．0 1．8 67．28．40004110
物理非選択 73 72．27．3 2．0 1．5 74．77．71932813154
無回答 16 66．06．5 2．8 LO67．76．702012011
全体 113 70．97．6 1．9 1．5 73．48．0113439221915
第3表2002年度r物理学A」履修別成績
　高校物理を選択したものとしていないものとで、課題レポートの点数に
差があるのだろうか、興味のあるところである。第3表は2002年度の受講
者について履修別に課題レポートほかの平均点を比べたものである。あわ
せて課題はどのテーマを選択したかが分かるようになっている。なお、表
中の省略記号は以下の通りである。
　物：物質の構成・素粒子（原子の構造など）
　分：核分裂エネルギー・原子力発電
　融：核融合エネルギーの平和利用
　陽：太陽（日食に関連して紹介）
　宇：宇宙の誕生と起源
　地：地球の誕生
　第3表から分かることは、課題レポートの点数についてはr高校物理選
択者」とr非選択者」の間に差は見られず、むしろ後者の方がやや良い点
を取っているという傾向が見られることである。課題レポートのテーマは
高校の物理であまり扱わないテーマである。したがって、レポートを書く
にあたっては高校物理の知識の有無はあまり関係がない。テーマ選択の傾
向を見ても、それぞれで「太陽」と「宇宙の誕生と起源」を選択したもの
が多い点は変わらない。強いて違いをあげるとすれば、理系の学生と同じ
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社会科学系学部における物理教育のあり方
物理の科目を勉強したr物理I　Bとn」の選択者は欠席回数が少なく、ビ
デオレポート点（ビデオを見ながら書くレポートの評価、4点満点）が高
いことである。これらのデータは普段どれくらい熱心にまた理解しながら
講義を聴いているか、その程度を表すものと思われる。
VI．まとめ
　「物理学」は本学の学生のような文系の、特に社会科学系の、学部に学
ぶ学生達にとっては、数ある一般教養の科目の1つであって、どうしても
学ばなければならない必修の科目というわけではない。第IV章で詳しく説
明したように、自然現象にはそれが起こる理由があり、それは簡単な法則
に従っている。その原理を知るためにはあまり多くの知識はいらない。た
だ、rなぜそのようなことが起こるのか」、いつも疑問を持ち、考える習慣
を持つことが大事である。
　高校で物理が嫌いになった理由として一番に挙げられるのは、r公式を
沢山覚えさせられて、よく意味が分からないまま、計算ばかりやらされて
いた」ということである。これは物理の本道から懸け離れた学習方法であ
るといわねばならない。物理学は、得られたデータを元に、わずかな法則
にしたがって思考を積み重ねて、物事の本質を理解しようとする学問であ
る。公式などのない全く未知の世界を切り開いていくところに物理学の醍
醐味がある。講義ではこのあたりのことが感覚的に分かるようになるべく
実例を挙げて話を進めている。話の内容もつながりを持たせてあり、大き
な流れの中に各テーマが存在し、その流れにそって理解できるように工夫
した。そして、授業アンケートの結果から見る限り、一応の理解は得られ
たようである。マニュアルに載っていない新しい事態が生じた場合にどう
対処すれば良いか。これは世の中では良く起こることである。常に本質的
なことがらは何かと考え、その場その場で創意工夫するという物理的問題
解決法は、実学中心の社会科学系の学問においても、極めて大切なことで
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師　　　啓　二
ある。しかし、とりあえず講義としては、面白い自然現象を紹介しながら
そのからくりを説明し、r知ることは楽しい」、「考えることは楽しい」と
言うことが分かってもらえれば結構であると考えている。
　本年（2002年）2月に急逝された石倉洋子先生には、白鴎大学の創立以
来、同じ自然科学系一般教養科目の担当ということでもあり、いろいろ御
教示いただき、大変お世話になりました。ここに、故人より賜ったご厚誼
に感謝申し上げるとともに、衷心より、故人の御冥福をお祈りいたします。
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